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論
説
科
挙
制
度
と
中
国
文
　
　
　
　
　
　
　
化
ー
文
化
的
多
様
性
の
拘
束
高
　
津
孝
一
　
は
じ
め
に
　
本
論
は
試
験
制
度
そ
れ
自
体
の
有
す
る
価
値
の
固
定
化
、
文
化
的
拘
束
と
し
て
の
側
面
を
中
国
の
科
挙
制
度
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
唐
代
初
期
か
ら
南
宋
ま
で
の
約
五
百
年
間
を
取
り
上
げ
論
じ
た
。
こ
の
期
間
は
、
一
千
年
を
越
え
る
中
国
の
科
挙
の
歴
史
の
中
で
も
、
韻
文
が
試
験
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
特
徴
的
な
時
代
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
五
百
年
続
い
た
韻
文
試
験
に
よ
っ
て
、
中
国
社
会
は
、
ど
の
よ
う
な
文
化
的
影
響
を
受
け
た
の
か
に
つ
い
て
二
つ
の
点
か
ら
、
検
討
を
加
え
る
。
第
一
は
、
押
韻
規
範
を
含
む
詩
学
的
な
規
範
の
問
題
、
第
二
は
文
学
が
現
実
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
　
試
験
制
度
は
否
定
し
難
く
現
代
の
我
々
の
社
会
の
一
部
と
し
て
多
様
な
形
で
機
能
し
て
お
り
、
そ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
試
験
制
度
は
そ
れ
が
大
規
模
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
我
々
の
社
会
を
そ
の
深
い
部
分
で
規
定
し
て
し
ま
う
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。
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試
験
は
公
正
で
あ
り
公
平
で
あ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
あ
る
一
定
の
文
化
的
価
値
、
参
照
体
系
の
固
定
化
を
前
提
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
試
験
制
度
の
採
用
は
、
必
然
的
に
あ
る
特
定
の
価
値
基
準
の
選
択
を
強
い
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
一
定
の
価
値
基
準
が
選
択
さ
れ
、
そ
れ
が
持
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
的
に
あ
る
特
定
の
教
養
基
盤
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
れ
が
一
つ
の
文
化
的
な
選
択
と
し
て
の
志
向
性
を
有
す
る
こ
と
で
、
文
化
的
多
様
性
へ
の
あ
る
種
の
排
除
へ
と
機
能
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
千
年
を
越
え
て
続
い
た
中
国
の
科
挙
制
度
に
つ
い
て
も
こ
う
し
た
側
面
が
み
ら
れ
る
。
　
過
去
の
社
会
や
文
化
を
研
究
す
る
場
合
、
現
代
へ
の
視
点
を
失
う
と
、
研
究
自
体
が
し
ば
し
ば
研
究
者
の
自
己
耽
溺
に
な
っ
て
し
ま
う
。
中
国
文
学
の
研
究
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
今
回
、
中
国
に
於
い
て
一
千
年
間
も
継
続
し
て
行
わ
れ
た
科
挙
制
度
と
い
う
試
験
制
度
を
と
り
あ
げ
る
の
も
、
試
験
制
度
の
存
在
自
体
を
前
提
と
し
て
成
立
し
て
い
る
現
代
社
会
を
も
視
野
に
入
れ
て
、
試
験
制
度
そ
の
も
の
の
文
化
史
的
意
味
を
問
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
特
に
今
回
問
題
と
す
る
の
は
、
試
験
制
度
自
体
が
社
会
に
対
し
て
広
範
に
行
わ
れ
た
時
に
、
そ
れ
が
あ
る
種
の
文
化
に
対
す
る
拘
束
と
い
う
側
面
を
持
つ
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
察
を
く
わ
え
る
。
そ
れ
は
単
純
化
す
れ
ば
、
次
の
三
段
階
を
経
る
も
の
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
（
一
）
文
化
的
価
値
の
固
定
化
、
（
二
）
社
会
的
に
形
成
さ
れ
る
教
養
基
盤
の
拘
束
、
（
三
）
文
化
的
多
様
性
の
排
除
、
で
あ
る
。
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二
　
韻
書
　
中
国
に
お
い
て
は
、
六
朝
末
期
、
梁
陳
時
代
に
中
国
語
の
ト
ー
ン
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
み
、
全
て
の
漢
字
音
を
そ
の
ト
ー
ン
に
よ
っ
て
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
こ
と
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
美
し
い
音
調
を
作
詩
に
応
用
す
る
こ
と
が
始
ま
っ
た
。
や
が
て
、
唐
代
に
な
っ
て
、
こ
の
四
声
を
平
灰
と
い
う
ニ
グ
ル
ー
プ
に
整
理
し
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
を
基
礎
と
す
る
リ
ズ
ム
論
に
よ
っ
て
近
体
詩
と
い
う
新
し
い
詩
形
が
形
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
陪
代
に
は
当
時
の
標
準
音
に
基
づ
き
全
て
の
漢
字
音
を
押
韻
グ
ル
ー
プ
別
に
編
纂
し
、
反
切
を
用
い
て
発
音
表
記
を
行
っ
た
韻
書
が
形
成
さ
れ
る
。
試
験
科
目
に
韻
文
（
近
体
詩
、
賦
）
が
課
さ
れ
た
時
、
階
代
に
成
立
し
た
『
切
韻
』
系
の
韻
書
が
標
準
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
科
挙
の
受
験
生
に
と
っ
て
必
須
の
も
の
と
な
る
。
　
何
時
か
ら
試
験
科
目
に
韻
文
（
近
体
詩
、
賦
）
が
課
さ
れ
た
の
か
。
唐
代
に
お
い
て
は
、
永
隆
二
年
（
六
八
一
）
八
月
、
文
学
好
き
の
則
天
武
后
に
よ
り
科
挙
の
進
士
の
科
目
に
雑
文
（
文
学
作
品
）
二
首
が
採
用
さ
れ
、
文
章
の
士
が
官
吏
に
取
り
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
（
3
）
な
っ
た
。
こ
の
時
の
、
雑
文
と
は
、
箴
、
銘
、
論
、
表
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
傅
旋
珠
に
よ
れ
ば
、
確
認
で
き
る
限
り
、
科
挙
に
最
初
に
賦
が
出
題
さ
れ
た
の
は
、
垂
操
元
年
（
六
八
五
）
の
こ
と
で
あ
り
、
詩
が
最
初
に
出
題
さ
れ
た
の
は
、
開
元
十
二
年
（
七
二
四
）
、
そ
し
て
、
詩
賦
各
一
首
の
出
題
が
固
定
化
し
た
の
は
、
天
宝
十
載
（
七
五
一
）
以
降
の
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
以
降
、
科
挙
に
お
け
る
詩
賦
の
出
題
は
慣
例
に
な
る
。
何
故
、
詩
、
賦
と
い
う
韻
文
が
選
択
さ
れ
出
題
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
の
当
時
の
議
論
を
示
す
資
料
は
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
傅
瑛
珠
の
調
査
は
、
科
挙
試
験
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
作
品
を
用
い
て
の
考
証
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
韻
文
が
出
題
さ
れ
た
の
は
、
進
士
科
と
い
う
科
挙
の
ル
ー
ト
の
中
の
一
部
に
お
い
て
で
あ
り
、
唐
代
後
半
期
以
降
、
科
挙
の
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
か
で
も
進
士
科
が
重
要
視
さ
れ
る
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
韻
文
が
科
挙
の
試
験
科
目
と
し
て
採
　
高
用
さ
れ
た
時
点
で
は
、
決
し
て
そ
れ
が
科
挙
制
度
の
中
心
部
分
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識
は
な
か
っ
た
。
次
の
五
代
は
唐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
化
の
制
度
を
踏
襲
し
た
。
ま
た
、
宋
代
に
あ
・
て
は
、
新
法
党
が
実
権
を
握
・
た
蒔
期
を
除
き
、
基
本
的
に
科
挙
に
は
詩
賦
が
課
さ
れ
、
駄
南
宋
末
ま
で
こ
の
状
況
に
変
化
は
な
か
・
．
妃
・
南
宋
が
滅
亡
し
て
以
降
・
元
明
代
の
科
挙
で
は
詩
賦
が
課
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
・
清
朝
紳
の
乾
隆
二
＋
二
年
（
一
七
五
七
）
に
な
・
て
科
挙
に
詩
が
課
せ
ら
れ
・
清
末
ま
で
続
く
・
し
た
が
・
て
・
科
挙
に
お
い
て
韻
文
が
課
さ
犠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
挙
れ
た
の
は
、
唐
代
中
期
か
ら
南
宋
末
ま
で
の
約
五
百
二
十
年
間
と
、
清
朝
中
期
か
ら
清
末
ま
で
の
約
百
四
十
年
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
科
　
北
宋
中
期
、
科
挙
に
詩
賦
を
課
す
る
こ
と
が
朝
廷
で
集
中
的
に
議
論
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
王
安
石
の
科
挙
改
革
に
伴
う
も
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
近
藤
一
成
氏
の
研
究
に
基
づ
き
、
そ
の
内
容
を
ま
と
め
て
お
く
。
煕
寧
四
年
（
一
〇
七
三
）
の
王
安
石
の
科
挙
改
革
は
、
（
一
）
進
士
科
の
試
験
を
経
義
中
心
に
改
め
る
こ
と
、
（
二
）
諸
科
の
段
階
的
廃
止
、
（
三
）
西
北
五
路
対
策
、
の
三
点
に
整
理
さ
れ
る
が
、
特
に
第
一
点
の
目
標
は
、
進
士
科
試
験
の
詩
賦
を
止
め
て
経
義
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
科
挙
を
経
義
重
視
の
方
向
へ
変
更
し
よ
う
と
い
う
考
え
自
体
は
、
王
安
石
に
先
ん
じ
て
存
在
し
て
い
た
。
煕
寧
二
年
（
一
〇
六
九
）
神
宗
皇
帝
の
科
挙
改
革
の
下
問
に
応
じ
て
諸
臣
か
ら
上
奏
さ
れ
た
意
見
は
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
（
一
）
詩
賦
廃
止
と
経
義
採
用
を
主
張
す
る
も
の
（
司
馬
光
、
呂
公
著
、
韓
維
）
、
（
二
）
科
挙
の
弊
害
は
認
め
る
が
、
運
用
上
の
問
題
点
と
す
る
も
の
（
蘇
頒
）
、
（
三
）
改
革
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
否
定
す
る
も
の
（
劉
頒
、
蘇
輯
）
、
で
あ
る
。
改
革
否
定
の
最
も
有
力
な
見
解
は
蘇
輯
に
よ
る
も
の
で
、
以
下
の
よ
う
な
論
旨
で
あ
る
。
筆
記
試
験
は
人
材
登
用
に
関
し
て
本
来
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
替
わ
る
推
薦
制
が
請
託
な
ど
の
更
に
激
し
い
弊
害
を
も
た
ら
す
以
上
、
不
完
全
な
筆
記
試
験
か
ら
難
点
の
比
較
的
少
な
い
制
度
を
採
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
論
策
は
詩
賦
よ
り
政
治
に
関
連
す
る
が
、
実
際
の
政
治
の
場
で
は
ど
ち
ら
も
無
用
で
あ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
客
観
的
採
点
の
可
能
な
詩
賦
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
。
建
国
以
来
百
年
余
、
優
れ
た
士
大
夫
は
ほ
と
ん
ど
詩
賦
に
よ
っ
て
選
抜
さ
れ
た
人
材
で
あ
る
。
蘇
転
は
、
経
義
に
つ
い
て
も
同
様
の
観
点
か
ら
否
定
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
北
宋
後
期
に
は
、
新
法
党
が
政
権
を
握
る
度
に
科
挙
に
お
け
る
詩
賦
試
験
が
廃
止
さ
れ
、
旧
法
党
が
政
権
を
握
る
と
そ
れ
を
復
活
す
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
　
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
で
は
、
一
二
三
四
年
金
を
滅
ぼ
し
た
あ
と
、
太
宗
オ
ゴ
タ
イ
の
も
と
で
一
二
三
八
年
、
北
中
国
の
士
大
夫
を
対
象
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
科
挙
が
行
わ
れ
た
（
戊
戌
選
試
）
。
前
年
の
オ
ゴ
タ
イ
の
詔
勅
に
「
論
及
び
経
義
、
詩
賦
を
以
て
分
け
て
三
科
と
為
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
詩
賦
が
試
験
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
と
き
、
四
千
三
十
人
が
合
格
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
科
挙
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
元
朝
の
仁
宗
延
祐
元
年
（
＝
二
一
四
）
に
な
っ
て
復
活
す
る
。
前
年
皇
慶
二
年
（
＝
二
＝
二
）
の
中
書
省
の
上
奏
に
「
そ
も
そ
も
人
材
選
抜
の
方
法
に
つ
い
て
み
る
と
、
経
書
の
学
問
は
自
己
修
養
と
統
治
の
道
で
あ
る
が
、
一
方
、
詩
賦
は
文
章
技
巧
の
学
問
に
す
ぎ
4東洋文化研究7号
な
い
。
階
朝
、
唐
朝
以
降
、
人
材
選
抜
に
ひ
た
す
ら
詩
賦
を
重
視
し
て
き
た
た
め
、
士
大
夫
は
華
麗
で
浮
つ
い
た
傾
向
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
。
い
ま
わ
た
く
し
た
ち
が
提
案
す
る
の
は
、
科
挙
か
ら
律
賦
、
省
題
詩
、
小
義
の
試
験
を
全
て
な
く
し
、
徳
行
明
経
科
だ
け
で
人
材
選
抜
を
行
い
、
有
能
な
士
大
夫
を
獲
得
し
よ
う
と
願
う
も
の
で
す
」
と
あ
り
、
詩
お
よ
び
律
賦
は
科
挙
試
験
で
課
さ
れ
な
く
な
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
た
。
但
し
、
漢
人
、
南
人
の
会
試
第
二
場
に
は
古
賦
が
課
せ
ら
れ
、
浮
華
に
流
れ
な
い
基
本
的
文
章
技
能
に
対
す
る
試
験
は
存
在
し
た
。
　
明
朝
で
は
、
太
祖
洪
武
三
年
（
＝
二
七
〇
）
の
詔
勅
に
、
「
漢
朝
、
唐
朝
、
宋
朝
は
、
人
材
選
抜
に
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
た
制
度
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
た
だ
文
学
の
才
能
だ
け
を
重
視
し
、
徳
義
や
能
力
の
完
全
さ
を
求
め
な
か
っ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
詩
賦
を
試
験
課
目
と
す
る
こ
と
に
批
判
的
で
、
「
科
目
は
、
…
…
た
だ
四
書
及
び
『
易
』
『
書
』
『
詩
』
『
春
秋
』
『
礼
記
』
五
経
の
命
題
を
取
り
上
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
て
人
材
選
抜
を
行
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
明
一
代
、
詩
賦
が
試
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
1
）
　
清
朝
で
は
、
乾
隆
二
十
二
年
（
一
七
五
七
）
に
、
詩
を
科
挙
の
会
試
に
課
す
る
こ
と
が
復
活
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
乾
隆
二
十
一
年
（一
ｵ
五
六
）
の
上
諭
に
よ
る
と
、
郷
試
の
段
階
で
は
、
文
学
の
才
能
を
試
験
す
る
作
文
は
課
さ
な
い
が
、
会
試
の
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、
将
来
、
高
級
官
僚
と
な
っ
て
朝
廷
に
お
け
る
様
々
な
文
章
の
作
成
に
携
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
文
学
の
方
面
に
も
通
じ
た
才
能
が
必
要
で
あ
り
、
技
巧
的
な
作
文
能
力
を
試
験
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
明
年
春
の
会
試
か
ら
、
表
文
の
作
文
を
二
回
目
の
試
験
第
二
場
に
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
表
文
は
長
篇
で
試
験
と
い
う
短
い
時
間
内
で
完
壁
な
も
の
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
は
難
し
く
、
採
点
す
る
試
験
官
も
苦
労
が
多
い
。
か
つ
、
出
題
範
囲
は
あ
る
程
度
決
ま
っ
て
お
り
、
事
前
に
作
文
し
た
り
、
代
作
を
暗
記
す
る
も
の
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
五
言
八
韻
の
試
帖
詩
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
乾
隆
二
十
二
年
以
降
、
会
試
二
日
目
に
試
帖
詩
を
試
す
る
こ
と
が
定
例
と
な
り
、
更
に
、
二
十
四
年
か
ら
は
郷
試
第
二
場
に
お
い
て
も
、
試
帖
詩
を
課
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
科
挙
に
は
幾
つ
か
の
コ
ー
ス
が
存
在
し
、
た
と
え
ば
、
大
変
な
難
関
で
合
格
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
言
わ
れ
る
秀
才
科
、
儒
教
の
高津科挙制度と中国文化5
古
典
に
対
す
る
暗
記
中
心
の
試
験
を
行
う
明
経
科
と
い
う
コ
ー
ス
も
存
在
し
た
が
、
唐
に
お
い
て
は
そ
の
後
半
期
、
詩
賦
を
課
し
た
進
士
と
い
う
コ
ー
ス
の
社
会
的
地
位
が
次
第
に
高
く
な
り
、
そ
れ
に
つ
れ
て
韻
書
の
重
要
性
も
増
す
こ
と
に
な
っ
た
。
何
よ
り
も
押
韻
を
間
違
え
て
は
科
挙
の
合
格
は
お
ぼ
つ
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
押
韻
の
間
違
い
に
由
っ
て
落
第
し
た
も
の
に
つ
い
て
の
よ
く
知
ら
れ
た
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
6東洋文化研究7号
　
宋
済
は
何
度
も
科
挙
の
受
験
を
す
る
う
ち
に
年
を
取
っ
て
し
ま
っ
た
人
で
あ
る
。
彼
の
行
動
に
は
面
白
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
あ
る
時
、
賦
（
押
韻
し
た
文
章
）
の
試
験
に
際
し
、
か
れ
は
規
定
の
押
韻
（
官
韻
）
を
間
違
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
か
れ
は
胸
を
拳
で
叩
い
て
（
悲
嘆
に
く
れ
る
動
作
）
「
わ
た
く
し
宋
済
は
ま
た
し
て
も
不
注
意
を
し
で
か
し
た
」
と
言
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
有
名
に
な
っ
た
。
後
に
科
挙
の
試
験
を
取
り
仕
切
る
礼
部
が
合
格
者
の
名
前
を
皇
帝
に
上
呈
し
た
と
き
、
徳
宗
皇
帝
は
、
ま
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
「
宋
済
は
不
注
意
を
免
れ
た
か
」
と
訊
か
れ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
き
び
し
い
押
韻
規
則
は
、
韻
書
の
需
要
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
り
、
出
版
文
化
の
勃
興
期
唐
代
に
新
し
く
起
こ
っ
た
印
刷
技
術
が
、
早
速
需
要
の
多
い
実
用
書
で
あ
る
韻
書
に
適
用
さ
れ
、
初
期
の
印
刷
物
と
し
て
韻
書
が
印
刷
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
る
。
た
と
え
ば
、
八
六
五
年
に
唐
よ
り
帰
国
し
た
宗
叡
の
『
新
書
写
請
来
法
門
等
目
録
』
に
は
「
西
川
印
子
唐
韻
一
部
五
巻
、
同
印
子
玉
篇
一
部
三
十
巻
」
と
言
う
よ
う
に
、
漢
字
字
書
と
並
ん
で
印
刷
さ
れ
た
韻
書
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
西
川
」
は
現
在
の
四
川
省
、
「
印
子
」
は
印
刷
物
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
代
で
は
、
仏
教
の
陀
羅
尼
な
ど
宗
教
関
係
の
実
用
書
や
、
医
学
書
、
暦
な
ど
日
用
実
用
書
が
多
く
印
刷
さ
れ
た
が
、
韻
書
も
初
期
の
印
刷
物
に
含
ま
れ
、
当
時
、
広
範
な
需
要
の
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
　
南
北
朝
を
統
一
し
た
階
の
時
代
に
、
陸
法
言
を
中
心
と
す
る
南
北
の
学
者
八
人
が
集
ま
り
、
中
国
語
の
押
韻
の
枠
組
み
を
研
究
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
全
て
の
漢
字
音
を
一
九
三
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
『
切
韻
』
が
階
・
仁
寿
元
年
（
六
〇
一
）
に
完
成
す
る
。
基
本
は
、
洛
陽
を
中
心
と
す
る
標
準
的
な
読
書
音
で
あ
る
。
そ
の
後
、
増
訂
が
繰
り
返
さ
れ
た
が
、
基
本
的
枠
組
み
に
は
変
化
無
く
、
宋
代
に
そ
の
集
大
成
、
勅
撰
の
『
廣
韻
』
が
編
纂
さ
れ
、
王
朝
公
認
の
韻
書
と
な
る
。
中
国
語
は
唐
宋
時
代
に
北
方
を
中
心
に
非
常
に
大
き
な
言
語
変
化
を
起
こ
し
、
北
方
人
は
押
韻
規
則
を
丸
暗
記
し
な
け
れ
ば
、
科
挙
の
要
求
す
る
詩
作
に
対
応
出
来
な
く
な
る
が
、
極
め
て
多
様
な
方
言
の
存
在
と
地
域
的
対
立
の
要
素
も
あ
り
、
現
実
に
即
し
た
押
韻
基
準
の
変
更
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
韻
書
は
非
常
に
抽
象
的
な
中
央
言
語
の
規
範
と
し
て
存
在
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
科
挙
制
度
に
詩
賦
が
課
せ
ら
れ
た
唐
宋
の
約
五
二
〇
年
間
ば
か
り
で
な
く
、
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
、
彪
大
な
量
の
近
体
詩
が
作
成
さ
れ
た
が
、
現
実
の
言
語
変
化
に
も
関
わ
ら
ず
押
韻
規
則
の
変
更
は
行
わ
れ
ず
、
『
切
韻
』
系
統
の
韻
書
が
詩
作
を
拘
束
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
中
原
音
韻
な
ど
、
い
く
つ
か
現
実
の
言
語
と
の
折
り
合
い
を
付
け
る
た
め
の
努
力
は
な
さ
れ
た
が
、
固
定
化
し
た
詩
韻
の
縛
り
を
う
ち
破
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
宋
代
に
は
、
音
楽
に
併
せ
て
歌
わ
れ
る
宋
詞
と
い
う
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
っ
た
が
、
科
挙
と
は
全
く
関
係
の
な
い
存
在
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
音
韻
体
系
は
、
あ
る
程
度
時
代
差
を
反
映
す
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
各
地
方
の
方
言
差
を
も
反
映
し
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
一
定
の
押
韻
シ
ス
テ
ム
に
収
束
す
る
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
科
挙
制
度
を
背
景
と
し
た
規
範
が
存
在
し
な
い
場
合
の
状
況
を
予
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
　
唐
代
以
降
、
正
統
的
詩
歌
と
し
て
社
会
が
認
定
し
た
詩
歌
は
、
社
会
の
現
実
の
言
語
状
態
か
ら
乖
離
し
、
韻
書
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
後
天
的
に
学
び
修
得
し
た
も
の
に
よ
っ
て
の
み
作
成
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
。
近
体
詩
の
規
則
か
ら
自
由
な
古
詩
と
い
う
詩
歌
の
ス
タ
イ
ル
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
す
ら
も
た
と
え
ば
清
朝
初
期
、
古
詩
の
平
灰
規
則
が
問
題
と
な
り
、
古
詩
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
律
句
を
含
ま
な
い
こ
と
が
規
則
化
さ
れ
た
よ
う
に
、
古
詩
す
ら
も
自
由
な
詩
形
で
は
な
く
、
近
体
詩
と
の
対
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
の
相
の
も
と
で
存
在
し
得
た
詩
形
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
々
の
心
の
表
現
で
あ
る
詩
歌
の
ス
タ
イ
ル
す
ら
も
、
唐
宋
代
以
降
、
高津科挙制度と中国文化7
中
国
社
会
に
お
い
て
最
も
正
統
さ
れ
た
の
は
、
科
挙
に
採
用
さ
れ
た
近
体
詩
で
あ
り
、
科
挙
の
韻
文
試
験
は
、
そ
れ
以
降
の
中
国
社
会
の
詩
歌
の
ス
タ
イ
ル
を
拘
束
し
た
の
で
あ
る
。
　
唐
代
に
成
立
し
た
近
体
詩
は
ま
さ
し
く
唐
代
に
お
け
る
中
央
言
語
に
基
づ
き
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
言
語
は
変
化
す
る
。
宋
代
に
は
既
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
り
、
特
に
北
方
に
お
い
て
、
現
実
の
言
語
か
ら
の
乖
離
は
大
き
く
な
り
始
め
る
。
し
か
し
、
科
挙
に
韻
文
学
が
要
求
さ
れ
、
参
照
体
系
と
し
て
の
押
韻
、
平
灰
は
、
切
韻
系
韻
書
に
固
定
化
さ
れ
、
五
百
年
も
続
く
と
、
そ
の
制
度
が
終
わ
り
、
科
挙
に
詩
が
要
求
さ
れ
な
く
な
っ
て
も
、
な
お
、
詩
韻
と
い
う
形
で
詩
に
対
す
る
拘
束
は
続
き
、
二
十
世
紀
に
至
っ
た
の
　
（
1
5
）
で
あ
る
。
8東洋文化研究7号
　
宋
・
章
如
愚
『
群
書
考
索
』
後
集
巻
三
十
六
「
威
平
三
年
（
一
〇
〇
〇
）
七
月
、
待
制
の
戚
給
と
禮
部
貢
院
と
が
次
の
よ
う
に
上
言
し
た
。
…
…
以
前
の
勅
令
で
は
、
科
挙
の
試
験
場
に
『
玉
篇
』
『
廣
韻
』
だ
け
は
持
ち
込
み
が
許
可
さ
れ
て
い
た
。
今
後
、
『
官
韻
略
』
以
外
は
書
物
の
持
ち
込
み
を
禁
止
し
、
監
督
の
役
人
に
密
か
に
調
査
さ
せ
、
違
反
者
は
即
刻
摘
み
出
し
、
従
来
通
り
罰
と
し
て
科
挙
受
験
を
一
回
禁
止
さ
せ
る
よ
う
に
さ
れ
た
い
」
。
　
宋
・
許
観
『
東
齋
記
事
』
禮
部
韻
「
唐
の
孫
価
が
始
め
て
幾
つ
か
の
韻
書
を
集
め
て
『
唐
韻
』
を
作
成
し
て
か
ら
、
『
唐
韻
』
以
外
の
韻
書
は
姿
を
消
し
た
。
宋
の
真
宗
皇
帝
（
九
九
七
－
一
〇
二
二
）
の
時
に
、
陳
彰
年
、
鬼
廻
、
戚
編
が
科
挙
の
制
度
を
整
備
し
、
『
字
林
韻
集
略
字
』
及
び
『
三
蒼
爾
雅
』
を
編
集
し
て
『
禮
部
韻
』
と
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
試
験
場
で
の
規
則
は
、
全
て
格
（
法
律
文
）
と
し
て
整
っ
た
。
ま
た
、
景
祐
四
年
（
一
〇
三
七
）
、
国
子
監
に
詔
を
下
し
、
翰
林
学
士
丁
度
が
編
纂
し
た
『
禮
部
韻
略
』
を
頒
布
施
行
さ
せ
た
。
初
め
、
崇
政
殿
説
書
の
頁
昌
朝
が
以
前
の
『
韻
略
』
に
は
、
意
味
の
解
釈
を
付
け
て
い
な
い
文
字
が
多
く
、
さ
ら
に
、
声
調
を
決
定
出
来
な
い
字
や
重
複
し
て
出
て
く
る
字
が
意
味
不
明
で
、
受
験
者
が
詩
賦
作
成
に
当
た
っ
て
誤
用
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
上
奏
し
た
。
か
く
し
て
、
詔
が
下
さ
れ
、
丁
度
等
に
唐
代
の
何
人
か
の
学
者
の
韻
書
に
基
づ
き
、
韻
部
の
狭
い
部
分
を
訂
正
さ
せ
る
こ
と
全
部
で
三
十
個
所
、
近
い
韻
部
は
通
用
さ
せ
る
こ
と
を
許
し
た
。
声
調
を
決
定
出
来
な
い
字
や
重
複
し
て
出
て
く
る
字
は
、
す
べ
て
そ
の
下
に
注
を
加
え
解
釈
し
た
。
た
ぶ
ん
こ
れ
が
現
行
の
『
礼
部
韻
』
で
あ
ろ
う
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
ま
た
、
宋
・
魏
泰
『
東
軒
筆
録
』
に
は
次
の
よ
う
な
逸
話
を
伝
え
る
。
宋
代
を
代
表
す
る
文
学
者
で
あ
っ
て
も
、
押
韻
を
間
違
う
こ
と
で
落
第
す
る
こ
と
が
有
っ
た
例
で
あ
る
。
早
く
に
父
を
亡
く
し
た
欧
陽
脩
は
、
伯
父
の
元
で
成
長
し
、
か
な
り
貧
し
い
生
活
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
意
図
し
て
の
落
第
と
は
考
え
に
く
い
。
　
欧
陽
脩
が
十
七
才
の
時
（
天
聖
元
年
、
一
〇
二
三
年
）
、
随
州
で
科
挙
の
試
験
（
解
試
）
を
受
け
、
規
定
の
押
韻
（
官
韻
）
を
間
違
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
不
合
格
に
な
っ
た
。
天
聖
年
間
以
降
は
、
文
章
と
し
て
餅
文
が
尊
重
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
、
随
州
で
は
「
左
氏
は
之
を
謳
に
失
す
る
論
」
（
『
春
秋
穀
梁
伝
』
萢
宵
序
「
左
氏
艶
而
富
、
其
失
也
巫
」
（
『
春
秋
左
氏
伝
』
は
文
章
が
美
し
く
立
派
で
あ
る
が
、
鬼
神
や
予
言
等
の
記
述
が
多
い
の
が
欠
点
で
あ
る
）
に
つ
い
て
の
論
）
と
い
う
題
の
賦
（
押
韻
し
た
文
章
）
が
課
題
で
あ
っ
た
。
欧
陽
脩
は
こ
の
課
題
で
答
案
を
作
成
し
、
左
氏
の
鬼
神
や
予
言
等
の
記
述
を
こ
と
ご
と
く
取
り
上
げ
た
。
そ
の
一
部
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
、
「
晋
で
は
石
が
も
の
を
言
い
（
『
左
伝
』
昭
公
八
年
）
、
幸
で
は
神
が
地
に
降
っ
た
（
『
左
伝
』
荘
公
三
十
二
年
）
、
鄭
で
は
二
匹
の
蛇
が
戦
い
、
内
側
の
蛇
が
負
け
（
『
左
伝
』
荘
公
十
四
年
）
、
魯
で
は
新
し
い
鬼
神
（
僖
公
の
霊
）
が
大
き
く
、
古
い
鬼
神
（
閲
公
の
霊
）
が
小
さ
い
（
『
左
伝
』
文
公
二
年
）
」
。
不
合
格
に
は
さ
れ
た
が
、
奇
抜
な
文
章
と
し
て
、
当
時
大
い
に
喧
伝
さ
れ
た
。
い
ま
、
欧
陽
脩
の
文
集
中
に
は
こ
の
文
章
は
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
最
近
、
私
は
ど
こ
の
学
校
で
も
高津科挙制度と中国文化9
こ
の
文
章
を
暗
諦
し
て
い
る
の
を
聞
い
た
だ
け
で
あ
る
。
三
　
詩
学
の
街
学
化
　
詩
が
試
験
の
対
象
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
受
験
者
に
何
を
要
求
す
る
も
の
と
な
る
か
。
そ
れ
は
、
哲
学
や
政
治
論
、
政
策
論
を
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
求
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
博
識
と
技
巧
的
完
壁
さ
を
要
求
す
る
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
試
験
制
度
が
社
会
に
対
し
て
広
く
実
施
さ
れ
、
社
会
的
地
位
の
上
昇
を
目
指
す
も
の
に
と
っ
て
の
必
須
の
状
況
と
な
る
こ
と
が
五
百
年
間
持
続
し
た
の
で
あ
る
。
人
生
の
一
通
過
地
点
に
過
ぎ
な
い
試
験
制
度
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
で
形
成
さ
れ
る
基
盤
的
教
養
が
有
る
べ
き
士
大
夫
の
持
つ
べ
き
教
養
と
し
て
規
範
化
さ
れ
、
当
時
の
詩
や
詩
学
に
対
し
て
も
多
く
の
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
杜
詩
の
評
価
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
現
代
の
我
々
に
と
っ
て
、
中
国
の
古
典
文
学
に
お
い
て
最
も
傑
出
し
た
詩
人
の
一
人
と
し
て
杜
甫
を
挙
げ
る
こ
と
は
多
い
。
そ
の
場
合
、
杜
甫
の
詩
人
と
し
て
の
評
価
は
、
社
会
批
判
的
詩
風
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
中
心
と
な
る
。
そ
れ
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
唐
代
の
杜
甫
評
価
と
共
通
性
を
持
つ
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
評
価
と
は
異
な
り
、
杜
甫
の
高
い
評
価
が
確
定
し
た
宋
代
に
お
い
て
は
、
実
に
特
異
な
観
点
か
ら
杜
甫
は
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
最
も
早
く
杜
甫
を
評
価
し
た
人
物
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
し
て
北
宋
の
王
安
石
が
い
る
が
、
か
れ
は
、
杜
甫
の
詩
集
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
序
文
を
書
い
て
い
る
。
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王
安
石
・
老
杜
詩
後
集
序
「
私
が
昔
の
詩
を
考
え
る
時
、
杜
甫
の
作
品
を
最
も
愛
す
る
の
は
、
そ
の
言
葉
の
出
所
を
一
つ
と
し
て
究
め
る
こ
と
が
出
来
ず
、
未
だ
に
学
び
得
る
こ
と
の
出
来
な
い
の
を
悩
む
か
ら
で
あ
る
。
・
－
皇
祐
四
年
（
一
〇
五
二
）
五
月
日
、
臨
川
王
某
序
」
。
博
覧
強
記
を
も
っ
て
知
ら
れ
た
王
安
石
の
杜
甫
評
価
は
、
杜
甫
の
博
識
に
重
き
が
置
か
れ
、
杜
甫
の
詩
に
用
い
ら
れ
た
言
葉
の
出
典
に
つ
い
て
、
王
安
石
を
以
て
し
て
も
全
て
を
確
認
出
来
な
い
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。
こ
う
し
た
特
異
な
杜
甫
評
価
は
、
王
安
石
詩
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
博
識
を
裏
付
け
と
す
る
が
表
面
的
に
は
技
巧
的
に
見
え
な
い
詩
の
追
究
と
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
同
時
代
の
著
名
な
詩
人
黄
庭
堅
の
杜
詩
評
価
も
同
じ
観
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
　
自
ら
言
葉
を
創
造
す
る
こ
と
は
最
も
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
杜
甫
が
詩
を
作
り
、
韓
愈
が
文
章
を
作
っ
た
時
、
そ
の
言
葉
に
は
来
歴
の
無
い
も
の
が
一
つ
と
し
て
無
か
っ
た
。
思
う
に
、
後
世
の
人
は
書
物
を
読
む
こ
と
が
少
な
く
、
そ
れ
故
韓
愈
・
杜
甫
が
自
ら
言
葉
を
創
造
し
た
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
昔
の
文
章
の
名
手
は
、
本
当
に
万
物
を
精
錬
す
る
こ
と
に
長
け
、
古
人
の
陳
腐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
な
言
葉
を
文
章
中
に
用
い
て
も
、
霊
妙
な
丹
薬
の
一
粒
が
鉄
を
金
に
変
化
さ
せ
る
よ
う
に
、
み
ご
と
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
　
現
代
の
我
々
か
ら
す
る
と
極
め
て
奇
妙
で
あ
る
が
、
宋
代
に
お
け
る
杜
甫
の
詩
人
と
し
て
の
評
価
は
、
そ
の
詩
語
に
全
て
来
歴
が
あ
る
こ
と
、
然
る
べ
き
古
典
や
過
去
の
文
学
作
品
に
そ
の
根
源
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
北
宋
の
詩
論
の
背
景
に
は
、
博
識
信
仰
が
存
在
し
、
北
宋
詩
人
の
詩
の
難
解
さ
は
そ
の
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
北
宋
の
著
名
な
詩
人
達
の
詩
集
は
、
す
で
に
同
時
代
人
に
よ
っ
て
何
種
類
も
の
注
釈
書
が
作
成
さ
れ
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
時
代
人
に
と
っ
て
も
注
釈
な
し
で
は
十
分
な
理
解
が
出
来
な
い
詩
と
い
う
の
が
、
宋
代
の
詩
風
の
一
面
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
風
潮
の
中
で
形
成
さ
れ
た
黄
庭
堅
の
詩
論
も
極
め
て
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
高津科挙制度と中国文化11
　
黄
庭
堅
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
詩
的
情
緒
は
き
わ
ま
り
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
人
の
才
能
は
限
り
が
あ
る
。
限
り
あ
る
才
能
で
も
っ
て
、
き
わ
ま
り
な
い
詩
的
情
緒
を
追
求
す
る
な
ら
、
陶
淵
明
・
杜
甫
の
よ
う
な
優
れ
た
詩
人
で
あ
っ
て
も
よ
い
詩
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
詩
的
情
緒
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
他
の
言
葉
を
用
い
て
そ
れ
を
表
現
す
る
（
方
法
が
あ
る
）
、
こ
れ
を
換
骨
法
と
い
う
。
ま
た
そ
の
詩
的
情
緒
の
核
心
を
つ
か
ん
で
そ
れ
を
模
倣
す
る
（
方
法
が
あ
る
）
、
こ
れ
を
奪
胎
法
と
い
（
2
2
）
う
。
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し
か
し
、
こ
う
し
た
詩
風
は
、
後
世
、
極
め
て
厳
し
い
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
。
金
・
王
若
虚
は
次
の
よ
う
に
言
う
、
「
黄
庭
堅
の
詩
論
に
は
、
「
奪
胎
換
骨
、
点
鉄
成
金
」
の
た
と
え
が
有
り
、
世
間
で
は
こ
れ
を
名
言
と
し
て
い
る
。
私
か
ら
い
え
ば
、
た
だ
こ
ざ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
し
い
到
窃
者
に
す
ぎ
な
い
」
。
　
や
が
て
、
黄
庭
堅
の
詩
論
は
、
江
西
詩
派
の
詩
人
達
を
生
み
だ
し
て
行
く
が
、
南
宋
朝
、
反
江
西
詩
派
の
詩
人
達
か
ら
、
厳
し
い
批
判
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
。
宋
代
の
詩
学
の
方
向
は
単
一
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
重
要
な
一
部
分
と
し
て
の
街
学
化
の
方
向
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
泌
）
否
定
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
南
宋
後
期
の
文
学
理
論
家
で
あ
る
厳
羽
『
槍
浪
詩
話
』
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。
　
宋
朝
の
詩
人
た
ち
は
、
特
異
な
理
解
を
し
、
字
句
を
ひ
ね
く
っ
て
詩
を
作
っ
た
り
、
才
智
を
ひ
け
ら
か
し
て
詩
を
作
っ
た
り
、
議
論
を
こ
ね
ま
わ
し
て
詩
を
作
っ
た
り
す
る
。
上
手
く
作
れ
な
い
は
ず
が
な
い
が
、
結
局
古
人
の
詩
で
は
な
い
。
思
う
に
、
一
唱
三
嘆
の
ひ
び
き
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
か
つ
、
そ
の
詩
は
典
故
を
多
用
し
、
興
趣
を
問
題
に
し
な
い
。
ど
の
表
現
に
も
必
ず
来
歴
が
あ
り
、
ど
の
押
韻
に
も
必
ず
出
処
が
あ
る
。
何
度
も
読
ん
で
最
後
ま
で
行
っ
て
も
、
何
が
言
わ
れ
て
い
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
　
さ
ら
に
、
南
宋
を
代
表
す
る
詩
人
陸
游
は
反
江
西
詩
派
の
詩
人
と
し
て
、
自
ら
の
詩
人
と
し
て
の
経
歴
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
み
て
感
有
り
筆
を
走
ら
せ
て
歌
を
作
る
」
と
い
う
詩
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
九
月
一
日
夜
詩
稿
を
読
我
昔
學
詩
未
有
得
、
残
鯨
未
免
從
人
乞
。
力
屏
氣
鞍
心
自
知
、
妄
取
虚
名
有
漸
色
。
四
十
從
戎
駐
南
鄭
、
酪
宴
軍
中
夜
連
日
。
打
毬
築
場
一
千
歩
、
閲
馬
列
塵
三
萬
疋
。
華
燈
縦
博
聲
満
櫻
、
寳
銀
艶
舞
光
照
席
。
琵
琶
弦
急
泳
電
齪
、
翔
鼓
手
句
風
雨
疾
。
詩
家
三
昧
忽
見
前
、
屈
頁
在
眼
元
歴
歴
。
我
れ
昔
詩
を
学
ぶ
に
未
だ
得
る
こ
と
有
ら
ず
、
残
余
未
だ
人
に
従
い
て
乞
う
を
免
れ
ず
。
力
屏
く
気
餓
う
心
自
ら
知
り
、
妄
り
に
虚
名
を
取
り
漸
色
有
り
。
四
十
戎
に
従
い
て
南
鄭
に
駐
し
、
宴
を
軍
中
に
酎
に
し
て
夜
日
に
連
ぬ
。
毬
を
築
場
に
打
つ
一
千
歩
、
馬
を
列
顧
に
閲
す
三
萬
疋
。
華
燈
縦
に
博
し
聲
楼
に
満
つ
、
宝
銀
艶
に
舞
い
光
席
を
照
ら
す
。
琵
琶
弦
急
に
泳
電
乱
れ
、
掲
鼓
手
句
い
風
雨
疾
し
。
詩
家
の
三
昧
忽
ち
に
見
前
し
、
屈
質
眼
に
在
り
て
元
よ
り
歴
歴
た
り
。
高津科挙制度と中国文化13
天
機
雲
錦
用
在
我
、
　
天
機
の
雲
錦
用
は
我
に
在
り
、
蕩
栽
妙
虜
非
刀
尺
。
　
妙
処
を
鶉
栽
す
る
は
刀
尺
に
非
ず
。
　
（
私
は
昔
詩
を
学
ん
だ
が
ま
だ
会
得
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
現
在
ま
で
持
っ
て
い
る
こ
の
詩
稿
は
、
江
西
詩
派
の
奪
胎
換
骨
の
詩
法
を
用
い
て
詩
句
や
発
想
を
古
人
か
ら
借
り
て
く
る
の
を
ま
ぬ
が
れ
て
い
な
い
。
力
弱
く
気
力
の
な
い
こ
と
を
自
分
で
も
知
り
、
空
し
く
詩
人
と
し
て
の
虚
名
を
得
た
こ
と
に
恥
ず
か
し
さ
を
感
じ
て
い
た
。
四
〇
歳
に
な
っ
て
従
軍
し
て
南
鄭
に
駐
留
し
、
夜
に
日
を
つ
い
で
宴
会
に
あ
け
く
れ
た
。
千
歩
も
あ
る
広
い
競
技
場
で
ポ
ロ
を
行
い
、
三
万
匹
の
馬
を
厩
舎
に
観
閲
す
る
。
華
や
か
な
と
も
し
び
の
も
と
賭
博
に
あ
け
く
れ
、
声
は
た
て
も
の
の
中
に
響
き
わ
た
り
、
つ
や
っ
ぽ
く
舞
う
妓
女
た
ち
の
美
し
い
銀
の
輝
き
が
酒
席
を
て
ら
す
。
琵
琶
の
メ
ロ
デ
ィ
は
高
ま
り
電
が
乱
れ
落
ち
る
ご
と
く
、
翔
鼓
の
リ
ズ
ム
は
調
い
風
雨
の
よ
う
に
は
や
い
。
詩
人
の
秘
訣
が
た
ち
ま
ち
た
ち
あ
ら
わ
れ
、
古
代
の
文
学
者
屈
原
や
頁
誼
が
目
前
に
な
ん
と
あ
り
あ
り
と
見
え
た
。
天
上
の
は
た
お
り
で
織
り
だ
し
た
雲
の
錦
（
自
然
の
美
）
を
詩
に
す
る
の
は
自
分
で
あ
り
、
す
ば
ら
し
く
仕
立
て
あ
げ
る
の
は
既
製
の
道
具
に
よ
る
の
で
は
な
い
）
。
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こ
う
し
て
、
詩
人
と
し
て
の
確
信
を
得
た
陸
游
は
、
随
筆
の
中
で
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
今
の
人
が
詩
を
作
っ
て
も
、
か
な
ら
ず
典
拠
が
あ
る
の
に
、
彼
ら
は
自
分
で
は
気
づ
い
て
い
な
い
。
も
し
そ
れ
に
注
釈
を
つ
け
る
な
ら
ば
、
ど
の
字
句
に
も
典
拠
が
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
る
だ
ろ
う
。
た
だ
そ
の
詩
が
つ
ま
ら
ぬ
詩
で
あ
る
こ
と
は
ま
あ
間
違
い
な
い
」
。
で
は
彼
が
主
張
す
る
詩
と
は
何
か
。
次
の
詩
は
息
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
へ
の
語
り
か
け
の
形
を
借
り
て
そ
れ
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
我
初
學
詩
日
、
　
我
れ
初
め
て
詩
を
学
び
し
日
、
但
欲
工
藻
給
。
　
但
だ
藻
絵
に
工
な
ら
ん
と
欲
す
。
中
年
始
少
悟
、
　
中
年
に
し
て
始
め
て
少
悟
り
、
漸
若
窺
宏
大
。
　
漸
く
宏
大
を
窺
う
が
若
し
。
詩
爲
六
藝
一
、
　
詩
は
六
藝
の
一
た
り
豊
用
資
狡
檜
。
　
豊
に
用
っ
て
狡
檜
に
資
せ
ん
や
。
汝
果
欲
學
詩
、
　
汝
果
し
て
詩
を
学
ば
ん
と
欲
せ
ば
、
工
夫
在
詩
外
。
　
工
夫
は
詩
の
外
に
在
り
。
　
（
私
が
詩
を
勉
強
し
は
じ
め
た
こ
ろ
、
た
だ
装
飾
的
表
現
が
う
ま
く
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
。
中
年
に
な
っ
て
は
じ
め
て
悟
る
よ
う
に
な
り
、
し
だ
い
に
気
宇
壮
大
さ
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
…
…
詩
は
古
代
の
六
つ
の
教
養
の
一
つ
で
あ
る
。
ど
う
し
て
そ
れ
を
戯
れ
の
道
具
に
し
よ
う
か
。
お
ま
え
が
も
し
詩
を
学
ぼ
う
と
思
う
な
ら
、
努
力
は
詩
以
外
の
現
実
生
活
に
こ
そ
そ
そ
ぐ
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
き
だ
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
ま
た
、
南
宋
の
思
想
家
朱
黒
も
江
西
詩
派
的
な
詩
風
に
批
判
的
で
あ
る
。
『
朱
子
語
類
』
に
は
、
　
最
近
の
詩
は
、
そ
の
言
葉
に
必
ず
典
故
を
求
め
る
傾
向
が
あ
る
、
と
い
う
人
が
い
る
が
、
に
有
名
な
「
関
関
た
る
碓
堆
」
と
い
う
詩
の
ど
こ
に
典
故
が
あ
る
と
い
う
の
か
。
次
の
よ
う
に
言＿
う嬰
　o
中
国
古
代
の
詩
集
『
詩
経
』
中
の
特
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哀
し
き
秀
才
　
五
百
年
続
い
た
韻
文
試
験
が
何
を
生
み
だ
し
た
か
。
そ
の
あ
る
種
の
結
果
を
南
宋
最
後
の
宰
相
文
天
祥
に
見
て
み
よ
う
。
科
挙
の
高
位
合
格
者
は
何
よ
り
も
科
挙
制
度
そ
の
も
の
が
生
み
出
す
文
化
的
な
全
て
を
体
現
し
て
い
る
。
制
度
に
沿
い
、
何
の
疑
問
も
感
じ
る
こ
と
な
く
社
会
的
に
準
備
さ
れ
た
ル
ー
ト
を
取
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
到
達
点
に
達
し
た
人
材
が
彼
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
科
挙
の
高
位
合
格
者
に
し
て
、
歴
史
上
の
偶
然
に
も
よ
る
が
、
南
宋
最
後
の
宰
相
と
な
っ
た
文
天
祥
は
興
味
深
い
人
物
で
あ
る
。
文
天
祥
（
一
二
三
六
－
一
二
八
三
）
、
字
履
善
、
号
文
山
、
吉
水
の
人
。
宝
祐
四
年
に
進
士
第
一
で
科
挙
に
合
格
し
て
い
る
。
元
の
軍
隊
が
南
宋
に
迫
り
、
南
宋
自
体
、
崩
壊
の
兆
し
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
っ
た
徳
祐
二
年
（
一
二
七
六
）
正
月
、
右
丞
相
す
な
わ
ち
宰
相
の
任
に
つ
く
。
臨
安
が
陥
落
し
た
後
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
活
動
を
行
う
が
、
結
局
、
至
元
十
五
年
十
二
月
元
軍
に
捕
ま
り
、
大
都
へ
と
送
ら
れ
る
。
大
都
で
の
獄
中
、
元
朝
よ
り
出
仕
の
要
請
も
あ
っ
た
が
、
節
を
守
り
、
十
九
年
十
二
月
に
刑
死
す
る
。
獄
中
に
あ
っ
て
、
南
宋
末
期
の
歴
史
的
経
過
を
、
集
句
と
い
う
技
巧
的
な
詩
形
を
用
い
て
綴
っ
た
「
集
杜
詩
」
二
百
首
は
特
に
有
名
で
あ
る
。
集
句
は
、
王
安
石
が
得
意
と
し
た
極
め
て
技
巧
的
遊
戯
的
詩
形
で
、
過
去
の
詩
人
の
詩
句
を
つ
づ
り
合
わ
せ
、
押
韻
、
平
灰
、
対
句
等
近
体
詩
に
要
求
さ
れ
る
全
て
の
規
則
を
満
た
し
て
作
ら
れ
る
詩
で
あ
る
。
文
天
祥
の
こ
の
作
品
は
、
杜
甫
の
詩
集
を
丸
暗
記
し
た
上
で
、
其
れ
を
組
み
替
え
五
言
詩
二
百
首
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
百
年
続
い
た
宋
王
朝
が
、
質
似
道
の
十
五
年
に
わ
た
る
宰
相
と
し
て
の
執
政
期
に
崩
壊
へ
と
向
か
う
様
子
に
始
ま
り
、
時
間
の
経
過
を
た
ど
っ
て
、
文
天
祥
の
入
獄
ま
で
、
そ
し
て
一
族
、
友
人
の
こ
と
、
故
郷
へ
の
思
い
を
歌
っ
た
作
品
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
で
あ
る
。
百
四
十
三
番
の
妻
の
こ
と
を
詠
ん
だ
詩
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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妻
　
第
一
百
四
十
三
　
景
炎
二
年
（
一
二
七
七
）
八
月
十
七
日
、
空
坑
の
戦
い
に
敗
れ
た
。
私
の
妻
の
欧
陽
氏
、
娘
の
柳
娘
、
環
娘
、
息
子
の
佛
生
、
そ
れ
に
環
娘
の
生
母
の
顔
氏
、
佛
生
の
生
母
の
黄
氏
が
皆
敵
の
手
に
落
ち
た
。
す
ぐ
に
、
彼
ら
は
隆
興
か
ら
北
に
連
れ
去
ら
れ
、
佛
生
だ
け
が
死
亡
し
た
と
聞
い
た
。
人
の
世
に
こ
ん
な
災
厄
が
有
る
な
ん
て
、
哀
し
い
こ
と
だ
。
　
　
結
髪
爲
妻
子
、
　
結
髪
し
て
妻
子
と
爲
り
、
　
　
倉
皇
避
齪
兵
。
　
倉
皇
と
し
て
齪
兵
を
避
く
。
　
　
生
離
與
死
別
、
　
生
離
と
死
別
と
、
　
　
回
首
涙
縦
横
。
　
回
首
す
れ
ば
涙
縦
横
た
り
。
　
　
　
　
（
髪
を
結
い
上
げ
る
年
頃
に
妻
を
迎
え
、
長
い
年
月
共
に
過
ご
し
た
が
、
兵
乱
の
最
中
、
妻
を
置
い
て
慌
て
て
逃
げ
る
　
　
　
こ
と
に
な
っ
た
。
妻
と
は
生
き
別
れ
、
息
子
と
は
死
に
別
れ
、
振
り
返
れ
ば
涙
が
流
れ
る
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
　
第
一
句
は
杜
甫
の
「
新
婚
別
」
と
い
う
五
言
古
詩
中
の
第
五
句
、
第
二
句
は
同
じ
く
杜
甫
の
「
破
船
」
と
い
う
五
言
古
詩
中
の
第
五
　
高
句
、
第
三
句
は
杜
甫
の
「
賀
蘭
鈷
に
贈
り
別
る
」
と
い
う
五
言
古
詩
中
の
第
十
五
句
、
第
四
句
は
杜
甫
の
「
熟
食
日
、
宗
文
・
宗
武
に
　
化
示
す
」
と
い
う
五
言
律
詩
中
の
第
八
句
で
あ
る
。
古
詩
中
か
ら
近
体
詩
の
平
灰
に
一
致
す
る
句
を
選
び
出
し
て
き
て
い
る
の
も
技
巧
的
　
猷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暖
の
蕎
鹸
曲
蠣
鋳
讐
解
師
射
蟻
羅
鞍
禦
穣
聾
鐸
踊
駿
難
繰
隅
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私
が
、
元
の
大
都
の
獄
中
に
あ
っ
た
と
き
、
す
る
事
も
無
く
、
杜
甫
の
詩
を
暗
諦
し
、
次
第
に
習
熟
し
て
い
っ
た
。
心
に
湧
き
起
こ
る
様
々
な
事
柄
を
、
杜
甫
の
五
言
詩
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
、
組
み
替
え
て
絶
句
を
作
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
そ
れ
は
二
百
首
に
も
な
っ
た
。
私
が
心
か
ら
言
お
う
と
思
っ
た
こ
と
は
、
す
べ
て
杜
甫
が
先
ん
じ
て
私
の
た
め
に
代
わ
り
に
言
っ
て
い
る
。
日
々
こ
の
詩
句
を
味
わ
い
手
放
さ
ず
に
い
る
と
、
ひ
た
す
ら
自
分
自
身
の
詩
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
杜
甫
の
詩
で
あ
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
始
め
て
分
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
杜
甫
の
詩
は
、
杜
甫
自
身
が
作
る
こ
と
の
出
来
た
詩
で
は
な
く
、
詩
句
そ
の
も
の
が
人
間
の
生
ま
れ
つ
き
の
本
性
中
の
言
葉
で
あ
り
、
そ
れ
が
杜
甫
を
経
由
し
て
言
わ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
杜
甫
は
私
と
数
百
年
の
隔
た
り
が
あ
る
が
、
そ
の
言
葉
が
私
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
二
人
の
本
性
が
同
じ
と
言
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
昔
の
人
は
、
杜
甫
の
詩
を
評
価
し
て
詩
史
と
い
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
杜
甫
の
詩
は
、
歌
の
言
葉
に
歴
史
事
実
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
殿
誉
褒
脱
の
意
図
が
そ
こ
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
た
と
え
「
史
」
と
い
っ
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
私
が
杜
甫
の
詩
か
ら
作
っ
た
集
句
に
は
、
宋
王
朝
が
滅
亡
し
て
か
ら
の
世
の
移
り
変
わ
り
や
人
の
有
り
様
が
あ
ら
ま
し
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
あ
る
意
図
を
も
っ
て
作
っ
た
詩
で
は
な
い
が
、
後
世
の
優
れ
た
歴
史
家
が
考
証
を
加
え
て
く
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。
庚
辰
の
歳
（
一
二
八
〇
）
、
己
卯
の
月
、
庚
未
の
日
、
文
天
祥
記
す
。
　
こ
の
集
杜
詩
は
、
以
前
に
作
っ
た
も
の
だ
が
、
失
意
の
内
に
過
ご
す
晩
年
に
あ
っ
て
今
ま
で
生
き
な
が
ら
え
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。
儒
教
の
伝
統
は
も
と
よ
り
今
も
存
在
し
て
い
る
が
、
天
は
一
体
誰
に
そ
れ
を
託
そ
う
と
す
る
の
か
。
あ
あ
、
千
年
に
一
人
出
る
と
い
う
聖
人
の
心
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
こ
と
を
語
る
の
に
十
分
で
は
な
い
。
壬
午
（
一
二
八
二
）
の
歳
正
月
元
日
、
文
天
祥
書
す
。
・
1
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し
か
し
、
こ
う
し
た
彼
の
弁
明
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
、
同
じ
本
性
か
ら
出
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
ら
の
言
葉
を
用
い
て
述
べ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
反
論
が
な
り
た
つ
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
今
日
の
目
か
ら
、
当
時
の
極
限
状
態
に
あ
っ
た
文
天
祥
の
行
為
を
非
難
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
彼
自
身
が
こ
う
し
た
技
巧
的
ス
タ
イ
ル
を
選
択
し
た
こ
と
の
意
味
は
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
広
い
意
味
で
科
挙
制
度
と
い
う
試
験
制
度
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
文
化
的
エ
リ
ー
ト
の
教
養
的
基
盤
、
感
覚
が
こ
う
し
た
行
為
に
は
反
映
し
て
い
る
と
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
彼
は
自
ら
の
体
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
声
を
持
た
な
か
っ
た
の
か
。
個
人
的
感
情
す
ら
も
、
制
度
的
に
準
備
さ
れ
た
技
巧
的
詩
歌
の
中
で
の
み
語
ら
れ
る
の
を
見
る
と
き
、
科
挙
エ
リ
ー
ト
と
い
う
制
度
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
人
々
と
そ
の
感
覚
の
在
り
方
を
思
わ
ざ
る
に
は
い
ら
れ
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
、
試
験
制
度
の
伝
統
が
、
文
化
に
現
実
か
ら
の
乖
離
を
生
み
出
さ
せ
た
一
つ
の
例
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
五
　
お
わ
り
に
　
試
験
制
度
が
社
会
そ
の
も
の
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
有
す
る
か
は
、
簡
単
な
回
答
を
許
さ
な
い
極
め
て
複
雑
な
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
の
我
々
は
否
定
し
難
く
試
験
社
会
に
生
き
て
い
る
。
試
験
制
度
そ
の
も
の
が
要
求
す
る
参
照
体
系
に
添
う
こ
と
は
、
試
験
社
会
に
あ
っ
て
上
昇
を
目
指
す
も
の
に
と
っ
て
は
必
要
な
作
業
で
あ
り
、
我
々
に
と
っ
て
も
例
外
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
試
験
制
度
に
つ
い
て
歴
史
的
探
究
の
必
要
性
は
現
代
に
生
き
る
我
々
に
と
っ
て
無
視
し
得
な
い
も
の
と
な
る
。
こ
の
論
文
に
お
い
て
は
、
中
国
に
お
い
て
社
会
的
に
広
く
行
わ
れ
た
科
挙
制
度
の
一
つ
の
文
化
的
側
面
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
中
国
社
会
に
お
い
て
は
、
韻
文
が
試
験
の
対
象
と
な
り
、
制
度
的
に
社
会
全
体
に
対
し
て
広
く
長
期
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
現
実
の
言
語
状
態
か
ら
乖
離
し
た
近
体
詩
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
中
国
の
正
統
な
詩
形
と
な
り
、
二
十
世
紀
ま
で
続
い
た
。
ま
た
、
詩
学
の
方
面
で
は
、
中
国
に
お
け
る
九
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
の
文
学
は
衝
学
化
の
道
を
辿
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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文
化
そ
の
も
の
が
あ
る
形
式
を
持
つ
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
文
化
的
拘
束
と
文
化
の
間
に
は
何
ら
の
差
異
も
な
い
。
そ
こ
で
は
文
化
そ
の
も
の
が
、
拘
束
の
別
名
と
も
な
る
。
し
か
し
、
人
は
現
実
に
触
れ
る
こ
と
で
意
味
を
生
み
だ
し
、
世
界
を
拡
大
し
て
ゆ
く
。
街
学
化
し
た
文
化
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
学
は
、
現
実
か
ら
乖
離
し
新
た
な
意
味
を
生
み
だ
し
は
し
な
い
。
中
国
で
五
百
年
続
い
た
韻
文
試
験
の
時
代
が
我
々
に
教
え
て
く
れ
る
こ
と
、
そ
れ
は
試
験
制
度
自
体
が
価
値
の
固
定
化
を
生
み
だ
し
、
現
実
感
覚
を
喪
失
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
を
有
す
る
こ
と
、
試
験
制
度
に
忠
実
に
添
う
こ
と
の
危
う
さ
で
あ
ろ
う
。
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注
（
1
）
　
唐
・
沈
既
済
「
詞
科
論
」
に
「
初
國
家
自
顯
慶
（
六
五
六
－
　
　
六
六
一
）
以
來
、
高
宗
聖
躬
多
不
康
、
而
武
太
后
任
事
、
参
決
　
　
大
政
、
與
天
子
並
。
太
后
頗
渉
文
史
、
好
離
轟
之
藝
、
永
隆
　
　
（
六
八
〇
1
六
八
一
）
中
始
以
文
章
選
士
。
及
永
淳
（
六
八
ニ
　
　
ー
六
八
三
）
之
後
、
太
后
君
天
下
二
十
飴
年
、
當
時
公
卿
百
辟
、
　
　
無
不
以
文
章
、
因
循
遽
久
、
浸
以
成
風
」
（
『
全
唐
文
」
巻
四
七
　
　
六
）
と
あ
る
。
（
2
）
　
清
・
徐
松
『
登
科
記
考
」
（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
）
巻
　
　
二
・
永
隆
二
年
「
八
月
、
詔
日
、
…
…
進
士
試
雑
文
雨
首
」
と
　
　
あ
り
、
徐
松
の
注
に
「
按
雑
文
爾
首
、
謂
箴
銘
論
表
之
類
」
と
　
　
い
う
。
（
3
）
　
傅
旋
珠
『
唐
代
科
挙
与
文
学
』
（
陳
西
人
民
出
版
社
、
一
九
　
　
八
六
年
）
第
十
四
章
参
照
。
（
4
）
　
何
忠
礼
『
宋
史
選
挙
志
補
正
』
（
漸
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
　
　
九
二
年
）
附
録
三
「
宋
代
進
士
科
省
試
試
芸
内
容
変
遷
表
」
参
　
　
照
。
（
5
）
近
藤
一
成
「
王
安
石
の
科
挙
改
革
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
東
洋
史
　
　
研
究
」
四
六
・
三
、
　
一
九
八
七
年
）
。
王
安
石
『
臨
川
先
生
文
　
　
集
』
（
中
華
書
局
、
一
九
七
一
年
）
巻
四
二
「
乞
改
科
條
制
筍
　
　
子
」
に
「
宜
先
除
去
聲
病
封
偶
之
文
、
使
學
者
得
以
專
意
纏
義
」
。
（
6
）
　
蘇
輯
『
経
進
東
披
文
集
事
略
』
（
四
部
叢
刊
所
収
）
巻
二
九
　
　
「
議
學
校
貢
學
状
」
。
（
7
）
　
『
元
史
』
（
一
九
七
六
年
、
北
京
、
中
華
書
局
）
選
挙
志
一
　
　
「
太
宗
始
取
中
原
、
中
書
令
耶
律
楚
材
請
用
儒
術
選
士
、
從
之
。
　
　
九
年
秋
八
月
、
下
詔
命
噺
事
官
乖
忽
鰐
與
山
西
東
路
課
税
所
長
　
　
官
劉
中
、
歴
諸
路
考
試
。
以
論
及
纒
義
、
詩
賦
分
爲
三
科
」
、
　
　
「
至
仁
宗
皇
慶
二
年
十
月
、
中
書
省
臣
奏
『
…
…
夫
取
士
之
法
、
　
　
纒
學
實
修
己
治
人
之
道
、
詩
賦
乃
摘
章
糟
句
之
學
。
自
階
唐
以
　
　
來
、
取
人
專
尚
詞
賦
、
故
士
習
浮
華
。
今
臣
等
所
擬
将
律
賦
省
　
　
題
詩
小
義
皆
不
用
、
專
立
徳
行
明
纏
科
、
以
此
取
士
、
庶
可
得
　
　
人
』
」
。
（
8
）
　
仁
宗
皇
帝
に
対
し
て
科
挙
制
度
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
　
　
与
え
た
の
は
李
孟
で
あ
る
。
李
孟
（
一
二
五
五
1
＝
二
一
＝
）
　
　
は
、
皇
慶
二
年
（
一
三
一
三
）
夏
、
平
章
政
事
議
中
書
省
事
の
　
　
地
位
に
在
っ
た
と
き
、
仁
宗
か
ら
人
材
登
用
に
つ
い
て
相
談
を
　
　
受
け
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
、
「
人
材
所
出
、
固
非
一
途
、
　
　
然
漢
、
唐
、
宋
、
金
、
科
畢
得
人
爲
盛
。
今
欲
興
天
下
之
賢
能
、
　
　
如
以
科
畢
取
之
、
猶
勝
於
多
門
而
進
。
然
必
先
徳
行
経
術
、
而
　
　
後
文
僻
、
乃
可
得
眞
材
也
」
（
『
元
史
』
巻
一
七
五
）
。
と
こ
ろ
　
　
が
、
『
元
史
』
選
挙
志
一
・
科
目
に
よ
れ
ば
、
既
に
世
祖
の
時
　
　
代
、
至
元
初
年
か
ら
二
十
一
年
に
か
け
て
、
科
挙
の
施
行
が
議
　
　
論
さ
れ
、
最
終
的
に
実
施
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
制
度
自
体
は
　
　
決
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
際
、
許
衡
は
、
学
校
及
び
科
挙
の
方
　
　
法
を
論
じ
て
、
「
罷
詩
賦
、
重
纏
學
、
定
爲
新
制
」
と
述
べ
て
　
　
い
る
。
（
9
）
　
『
明
史
』
（
一
九
七
四
年
、
北
京
、
中
華
書
局
）
選
挙
志
二
　
　
「
洪
武
三
年
詔
日
『
漢
唐
及
宋
、
取
士
各
有
定
制
。
然
但
貴
文
　
　
學
而
不
求
徳
藝
之
全
』
」
。
『
明
太
祖
実
録
』
巻
五
二
・
洪
武
三
　
　
年
五
月
己
亥
「
詔
設
科
取
士
。
詔
日
、
朕
聞
、
成
周
之
制
、
取
　
　
才
於
貢
士
、
故
賢
者
在
職
、
而
其
民
有
士
君
子
之
行
、
是
以
風
　
　
淳
俗
美
、
國
易
爲
治
、
而
教
化
彰
顯
也
。
漢
唐
及
宋
、
科
學
取
　
　
士
、
各
有
定
制
、
然
但
貴
詞
章
之
學
、
而
不
求
徳
藝
之
全
」
。
　
　
ま
た
、
『
明
史
」
選
挙
志
二
に
「
科
目
者
、
沿
唐
宋
之
蕾
、
而
　
　
梢
攣
其
試
士
之
法
、
專
取
四
子
書
及
易
、
書
、
詩
、
春
秋
、
禮
　
　
記
五
纒
命
題
試
士
。
蓋
太
祖
與
劉
基
所
定
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
　
　
劉
基
が
太
祖
と
と
も
に
科
挙
制
度
の
策
定
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
　
　
と
が
分
か
る
。
劉
基
は
元
の
至
順
年
間
の
進
士
で
あ
る
。
（
1
0
）
　
『
欽
定
大
清
会
典
事
例
」
（
一
九
七
六
年
、
台
北
、
新
文
豊
出
　
　
版
公
司
）
巻
三
百
三
十
一
禮
部
・
貢
挙
を
参
照
。
（
1
1
）
　
『
唐
國
史
補
』
下
「
宋
済
老
干
文
場
、
畢
止
可
笑
、
嘗
試
賦
、
　
　
誤
失
官
韻
、
乃
撫
庸
日
『
宋
五
又
坦
率
　
』
。
由
是
大
著
名
。
　
　
後
禮
部
上
甲
乙
名
、
徳
宗
先
間
日
『
宋
五
免
坦
率
否
』
」
（
上
海
　
　
古
籍
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）
。
（
1
2
）
　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
（
大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会
）
目
録
部
。
（
1
3
）
　
王
力
『
漢
語
詩
律
学
」
（
「
王
力
文
集
』
第
十
四
巻
、
山
東
教
　
　
育
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
第
三
章
詞
、
『
中
国
語
学
新
辞
典
』
　
　
（
光
生
館
、
一
九
六
九
年
）
宋
詞
（
田
中
謙
二
）
参
照
。
（
1
4
）
　
趙
執
信
『
談
龍
録
』
。
（
1
5
）
　
宋
・
章
如
愚
『
群
書
考
索
』
後
集
巻
三
十
六
「
威
平
三
年
　
　
　
…
七
月
丙
子
、
待
制
戚
給
（
『
宋
会
要
輯
稿
』
選
挙
十
四
之
　
　
十
九
に
よ
れ
ば
「
戚
編
（
九
五
四
－
一
〇
二
一
）
」
）
與
禮
部
貢
　
　
院
上
言
、
…
…
奮
勅
、
止
許
以
篇
韻
（
玉
篇
・
廣
韻
）
入
試
。
　
　
今
請
除
官
韻
略
外
不
得
懐
挾
書
策
、
令
監
門
巡
捕
官
潜
加
畳
察
、
高津科挙制度と中国文化21
犯
者
即
時
扶
出
、
侃
殿
一
墨
」
。
（
中
文
出
版
社
、
↓
九
八
二
年
）
。
宋
．
許
観
『
東
齋
記
事
』
禮
部
韻
「
至
唐
孫
価
始
集
爲
唐
韻
、
諸
書
遂
爲
之
屡
。
本
朝
眞
宗
時
、
陳
彰
年
與
晃
廻
・
戚
給
、
條
貢
學
事
、
取
字
林
韻
集
略
字
及
三
蒼
爾
雅
爲
禮
部
韻
。
凡
科
場
儀
範
、
悉
著
爲
格
。
又
景
祐
四
年
、
詔
國
子
監
以
翰
林
學
士
丁
度
修
禮
部
韻
略
頒
行
。
初
、
崇
政
殿
説
書
賞
昌
朝
言
奮
韻
略
多
無
訓
解
。
又
疑
軍
聲
與
重
畳
字
不
韻
義
理
、
致
塁
人
詩
賦
或
誤
用
之
。
遂
詔
度
等
以
唐
諸
家
韻
本
、
刊
定
其
韻
窄
者
、
凡
三
十
庭
、
許
令
附
近
通
用
。
疑
軍
聲
及
畳
出
字
皆
於
字
下
注
解
之
。
此
蓋
今
所
行
禮
部
韻
也
」
（
叢
書
集
成
初
編
三
二
三
、
　
一
九
八
五
年
）
。
こ
の
他
、
「
廣
韻
』
上
平
例
言
「
大
宋
重
修
廣
韻
一
部
、
凡
二
万
六
千
一
百
九
十
四
言
、
注
一
十
九
万
一
千
六
百
九
十
二
字
」
（
藝
文
印
書
館
、
一
九
七
六
年
）
、
元
・
黄
公
紹
編
輯
、
熊
忠
暴
要
『
古
今
韻
會
學
要
』
凡
例
・
韻
例
「
一
、
禮
部
韻
略
、
本
以
資
聲
律
便
検
閲
。
今
以
韻
會
補
収
閾
遺
、
増
添
注
繹
、
凡
一
萬
二
千
六
百
五
十
二
字
。
説
文
糟
古
或
作
之
字
、
不
係
敷
。
一
、
禮
部
韻
略
、
元
収
九
千
五
百
九
十
字
。
有
因
申
明
績
降
及
諸
家
補
遺
績
添
之
字
、
奮
於
本
韻
後
、
別
作
一
類
。
今
逐
韻
随
音
附
入
、
注
云
、
禮
韻
績
降
、
禮
韻
補
遺
、
凡
三
百
四
十
四
字
。
績
降
六
±
二
字
、
補
遺
六
十
↓
字
。
一
、
江
南
監
本
免
解
進
士
毛
氏
晃
増
修
禮
部
韻
略
、
江
北
平
水
劉
氏
淵
壬
子
（
一
二
五
二
）
新
刊
禮
部
韻
略
、
互
有
増
字
。
今
逐
韻
随
音
附
入
、
注
云
、
毛
氏
韻
増
、
平
水
韻
増
、
凡
二
千
百
四
十
二
字
。
毛
氏
増
一
千
七
百
一
十
字
、
平
水
韻
増
四
百
三
十
六
字
。
…
…
一
、
善
韻
、
上
平
下
平
　
　
上
去
入
五
聲
、
凡
二
百
六
韻
。
今
依
平
水
韻
、
併
通
用
之
韻
爲
　
　
一
百
七
韻
」
（
大
化
書
局
、
一
九
七
九
年
）
。
　
　
　
一
九
↓
六
年
十
月
、
ア
メ
リ
カ
留
学
中
の
胡
適
が
『
新
青
年
』
　
　
二
巻
二
号
に
投
稿
し
た
文
章
を
き
っ
か
け
と
し
て
文
学
改
良
を
　
　
目
指
し
た
白
話
運
動
が
は
じ
ま
る
。
胡
適
の
文
章
を
受
け
て
、
　
　
一
九
一
七
年
五
月
『
新
青
年
』
三
巻
三
号
に
劉
半
儂
の
「
我
之
　
　
文
學
改
良
観
」
が
発
表
さ
れ
た
。
劉
半
儂
は
こ
の
文
章
で
、
韻
　
　
文
の
改
良
を
唱
え
、
そ
の
第
一
に
「
破
壊
藷
韻
、
重
造
新
韻
」
　
　
を
主
張
し
て
い
る
。
彼
の
挙
げ
る
解
決
策
は
、
「
（
一
）
作
者
各
　
　
就
土
音
押
韻
、
而
注
明
何
庭
土
音
於
作
物
之
下
、
此
實
最
不
妥
　
　
當
之
法
、
然
今
之
土
音
、
尚
有
一
着
落
之
庭
、
較
諸
古
音
之
全
　
　
無
把
握
、
固
已
善
　
。
（
二
）
以
京
音
爲
標
準
、
由
長
於
京
語
　
　
者
造
一
新
譜
、
使
不
解
京
語
者
有
所
遵
依
。
此
較
前
法
梢
妥
、
　
　
然
而
未
蓋
善
。
（
三
）
希
望
於
『
國
語
研
究
會
』
諸
君
、
以
調
　
　
査
所
得
、
撰
一
定
譜
、
行
之
於
世
、
則
盤
善
蓋
美
　
」
。
当
時
　
　
の
詩
韻
の
拘
束
の
様
子
が
逆
に
見
て
取
れ
る
。
（
1
6
）
　
宋
・
魏
泰
『
東
軒
筆
録
」
巻
十
二
「
欧
陽
文
忠
公
年
十
七
、
　
　
随
州
取
解
、
以
落
官
韻
而
不
収
。
天
聖
已
後
、
文
章
多
尚
四
六
、
　
　
是
時
随
州
試
左
氏
失
之
諏
論
、
文
忠
論
之
、
條
列
左
氏
之
諏
甚
　
　
悉
、
其
句
有
「
石
言
干
宋
［
奮
］
、
神
降
干
華
、
外
蛇
闘
而
内
　
　
蛇
傷
、
新
鬼
大
而
故
鬼
小
」
。
錐
被
職
落
、
而
奇
警
之
句
、
大
　
　
傳
干
時
。
今
集
中
無
此
論
、
頃
見
連
痒
諦
之
耳
」
（
中
華
書
局
、
　
　
一
九
八
三
年
）
。
（
1
7
）
　
唐
代
の
詩
賦
試
験
に
つ
い
て
採
点
基
準
が
わ
か
る
資
料
が
あ
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。
唐
末
の
萢
捲
『
雲
渓
友
議
』
巻
二
に
「
文
宗
元
年
秋
、
詔
禮
部
高
侍
郎
錯
、
復
司
貢
籍
、
日
、
…
…
其
所
試
、
賦
則
准
常
規
、
詩
則
依
齊
梁
盟
格
」
と
あ
り
、
開
成
元
年
（
八
三
六
）
当
時
、
詩
に
つ
い
て
は
、
六
朝
の
斉
梁
時
代
の
詩
の
ス
タ
イ
ル
を
基
準
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
極
め
て
技
巧
的
で
華
麗
な
詩
風
で
あ
る
。
ま
た
、
南
宋
・
陸
游
『
老
學
庵
筆
記
」
巻
八
「
國
初
尚
文
選
、
當
時
文
人
專
意
此
書
、
故
草
必
稻
王
孫
、
梅
必
稻
騨
使
、
月
必
稻
望
野
、
山
水
必
稻
清
暉
。
至
慶
暦
後
、
悪
其
陳
腐
、
諸
作
者
始
一
洗
之
。
方
其
盛
時
、
士
子
至
爲
之
語
日
、
文
選
燗
、
秀
才
半
」
と
あ
わ
せ
見
る
な
ら
ば
、
梁
・
薫
統
『
文
選
』
所
収
の
詩
文
を
中
心
と
し
た
技
巧
的
で
華
麗
な
南
朝
斉
梁
体
詩
風
が
、
科
挙
の
詩
賦
試
験
の
基
準
で
あ
り
、
唐
代
か
ら
北
宋
半
ば
ま
で
継
続
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
、
欧
陽
脩
等
の
儒
教
主
義
の
影
響
で
、
基
準
は
平
明
な
詩
風
へ
と
変
化
し
、
そ
の
後
、
王
安
石
の
改
革
に
よ
り
、
詩
賦
試
験
は
経
義
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
北
宋
前
期
中
期
の
科
場
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
北
宋
文
学
史
の
展
開
と
太
学
体
」
（
『
鹿
大
史
学
』
第
三
六
号
、
一
九
八
九
年
一
月
）
参
照
。
『
文
献
通
考
」
巻
三
二
に
よ
れ
ば
、
沿
革
の
経
過
は
「
煕
寧
四
年
（
一
〇
七
一
）
、
始
罷
詞
賦
、
專
用
纒
義
、
取
士
凡
十
五
年
。
至
元
祐
元
年
（
一
〇
八
六
）
、
復
詞
賦
、
與
纒
義
並
行
。
至
紹
聖
元
年
（
｝
〇
九
四
）
、
復
罷
詞
賦
、
專
用
纒
義
、
凡
三
十
五
年
。
至
建
炎
二
年
（
一
一
二
八
）
、
又
兼
用
纒
賦
」
と
な
る
が
、
そ
も
そ
も
神
宗
皇
帝
が
詩
賦
を
廃
し
た
の
は
、
　
　
「
以
聲
律
偶
封
之
文
彫
轟
築
刻
、
不
足
以
襲
輝
聖
人
之
饒
慈
」
　
　
（
『
宋
會
要
輯
稿
』
選
畢
四
之
七
）
と
い
う
詩
賦
試
験
の
技
術
的
　
　
性
格
で
あ
っ
た
。
逆
に
、
元
祐
元
年
に
詩
賦
試
験
復
活
の
議
論
　
　
の
中
で
、
侍
御
史
の
劉
摯
が
経
義
論
策
試
験
を
批
判
し
て
、
　
　
「
非
若
詩
賦
之
有
聲
律
法
度
、
其
是
非
巧
拙
、
一
披
巻
而
蓋
得
　
　
知
也
」
（
『
続
資
治
通
鑑
長
篇
』
巻
三
六
八
）
と
言
う
の
を
見
て
　
　
も
、
受
験
者
の
技
術
的
力
量
に
つ
い
て
判
断
が
し
や
す
い
こ
と
　
　
が
詩
賦
試
験
の
利
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
1
8
）
　
許
総
著
、
加
藤
国
安
訳
注
『
杜
甫
論
の
新
構
想
」
（
研
文
出
　
　
版
、
一
九
九
六
年
、
原
著
『
杜
詩
学
発
微
」
内
篇
、
南
京
出
版
　
　
社
、
一
九
八
九
年
）
第
｝
章
「
唐
代
に
お
け
る
杜
詩
論
」
や
川
　
　
合
康
三
「
唐
代
文
学
」
（
興
膳
宏
編
『
中
国
文
学
を
学
ぶ
人
の
　
　
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
一
九
九
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
杜
甫
の
　
　
唐
代
に
お
け
る
評
価
は
、
韓
愈
、
白
居
易
、
元
積
等
中
唐
の
文
　
　
学
者
に
よ
っ
て
特
に
そ
の
社
会
性
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
　
　
る
。
中
唐
の
文
学
者
達
は
自
ら
が
目
指
し
て
い
た
も
の
を
杜
甫
　
　
の
詩
の
中
に
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
（
1
9
）
　
王
安
石
・
老
杜
詩
後
集
序
「
予
考
古
之
詩
、
尤
愛
杜
甫
氏
作
　
　
者
、
其
僻
所
從
出
、
一
莫
知
窮
極
、
而
病
未
能
學
也
。
…
…
皇
　
　
祐
壬
辰
五
月
日
、
臨
川
王
某
序
」
（
『
臨
川
先
生
文
集
」
中
華
書
　
　
局
、
一
九
七
一
年
）
。
（
2
0
）
　
石
林
詩
話
巻
上
「
王
荊
公
晩
年
詩
律
最
精
厳
、
造
語
用
字
、
　
　
間
不
容
髪
。
然
意
與
言
会
、
言
随
意
遣
、
渾
然
天
成
、
殆
不
見
　
　
有
牽
率
排
比
虜
。
如
「
含
風
鴨
緑
鱗
鱗
起
、
弄
日
鷲
黄
襲
襲
垂
」
、
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讃
之
初
不
畳
有
封
偶
。
至
「
細
敷
落
花
因
坐
久
、
緩
尋
芳
草
得
　
　
露
遅
」
、
但
見
野
聞
容
與
之
態
耳
。
而
字
字
細
考
之
、
若
纒
墜
　
　
括
権
衡
者
、
其
用
意
亦
深
刻
　
」
。
（
『
歴
代
詩
話
』
中
華
書
局
、
　
　
一
九
八
一
年
）
。
（
2
1
）
　
黄
庭
堅
『
豫
章
黄
先
生
文
集
」
巻
十
九
・
答
洪
駒
父
書
「
自
　
　
作
語
最
難
。
老
杜
作
詩
、
退
之
作
文
、
無
　
字
無
來
庭
。
蓋
後
　
　
人
讃
書
少
、
故
謂
韓
杜
自
作
此
語
耳
。
古
之
能
爲
文
章
者
、
眞
　
　
能
陶
冶
萬
物
、
錐
取
古
人
之
陳
言
、
入
於
翰
墨
、
如
璽
丹
一
粒
、
　
　
嵩
鐵
成
金
也
」
。
（
2
2
）
　
恵
洪
『
冷
齋
夜
話
』
巻
一
「
山
谷
云
、
詩
意
無
窮
而
人
之
才
　
　
有
限
。
以
有
限
之
才
追
無
窮
之
意
、
錐
淵
明
少
陵
不
得
工
也
。
　
　
然
不
易
其
意
而
造
其
語
。
謂
之
換
骨
法
、
窺
入
其
意
而
形
容
之
、
　
　
謂
之
奪
胎
法
」
。
（
2
3
）
　
『
淳
南
詩
話
』
巻
下
「
魯
直
論
詩
、
有
奪
胎
換
骨
匙
鐵
成
金
　
　
之
喩
。
世
以
爲
名
言
。
以
予
観
之
、
特
到
霧
之
酷
者
耳
」
。
（
2
4
）
　
嚴
羽
『
槍
浪
詩
話
』
詩
辮
「
近
代
諸
公
乃
作
奇
特
解
會
、
遂
　
　
以
文
字
爲
詩
、
以
才
學
爲
詩
、
以
議
論
爲
詩
。
夫
宣
不
工
。
終
　
　
非
古
人
之
詩
也
。
蓋
於
一
唱
三
歎
之
音
、
有
所
漱
焉
。
且
其
作
　
　
多
務
使
事
、
不
問
興
致
。
用
字
必
有
來
歴
、
押
韻
必
有
出
庭
。
　
　
讃
之
反
覆
終
篇
、
不
知
着
到
何
庭
」
。
（
2
5
）
　
『
劒
南
詩
稿
校
注
』
巻
二
十
五
・
九
月
一
日
夜
讃
詩
稿
有
感
　
　
走
筆
作
歌
。
（
2
6
）
　
『
老
學
庵
筆
記
』
巻
七
「
且
今
人
作
詩
、
亦
未
嘗
無
出
庭
、
　
　
渠
自
不
知
。
若
爲
之
箋
注
、
亦
字
字
有
出
庭
。
但
不
妨
其
爲
悪
　
　
詩
耳
」
。
（
2
7
）
　
『
劒
南
詩
稿
校
注
』
巻
七
十
八
・
示
子
遙
。
（
2
8
）
　
『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〇
、
論
文
下
「
或
言
今
人
作
詩
、
多
　
　
要
有
出
庭
。
日
、
關
關
誰
堆
、
出
在
何
虜
」
。
　
　
　
当
時
の
江
西
詩
派
的
詩
風
に
批
判
的
な
朱
黒
は
、
科
挙
改
革
　
　
を
論
じ
て
、
詩
賦
試
験
の
廃
止
を
提
案
し
た
「
学
校
貢
挙
私
議
」
　
　
（
『
朱
子
文
集
』
巻
六
九
）
を
著
し
て
い
る
。
『
宋
史
』
巻
一
五
　
　
六
・
選
挙
志
・
科
目
下
に
は
、
「
時
朱
黒
嘗
欲
罷
詩
賦
、
而
分
　
　
諸
纏
、
子
、
史
、
時
務
之
年
。
其
私
議
日
、
…
…
。
其
議
錐
未
　
　
上
、
而
天
下
講
之
」
と
述
べ
、
上
奏
は
し
な
か
っ
た
が
、
当
時
　
　
の
人
々
に
広
く
知
ら
れ
た
文
章
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
　
　
　
こ
う
し
た
文
学
作
品
へ
の
批
判
的
視
線
は
、
朱
子
学
や
新
儒
　
　
教
に
特
有
の
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
六
朝
を
代
表
す
る
　
　
文
学
理
論
書
で
あ
る
劉
魏
『
文
心
雛
龍
』
は
、
文
学
作
品
の
要
　
　
を
、
道
理
に
基
づ
き
（
原
道
）
、
聖
人
を
師
と
し
（
徴
聖
）
、
経
　
　
書
を
軸
に
（
宗
経
）
す
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
た
が
、
こ
れ
は
　
　
儒
教
に
よ
る
文
学
の
管
理
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ
る
。
儒
教
を
　
　
軸
と
し
た
王
朝
体
制
に
あ
っ
て
は
、
文
学
は
常
に
儒
教
的
本
質
　
　
か
ら
逸
脱
す
る
要
素
を
有
し
て
お
り
、
管
理
の
対
象
で
あ
っ
た
。
　
　
王
朝
シ
ス
テ
ム
内
に
流
通
す
る
詩
文
は
し
ば
し
ば
「
浮
華
」
　
　
「
浮
艶
」
と
い
う
言
葉
で
、
儒
教
サ
イ
ド
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
　
　
る
。
た
だ
し
、
コ
伴
華
」
「
浮
艶
」
と
い
う
同
じ
言
葉
を
使
っ
た
　
　
場
合
で
も
、
批
判
の
対
象
は
技
術
的
側
面
、
題
材
、
内
容
と
種
々
　
　
様
々
で
、
当
時
の
個
別
的
状
況
と
密
接
に
関
連
す
る
。
傅
碇
踪
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『
唐
代
科
挙
与
文
学
』
（
陳
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
第
十
三
章
に
よ
れ
ば
、
玄
宗
の
開
元
二
十
四
年
（
七
三
七
）
の
『
帖
纏
条
例
』
に
は
「
進
士
以
聲
律
爲
學
、
多
昧
古
今
」
（
『
唐
会
要
』
巻
七
十
五
）
と
あ
り
、
詩
賦
試
験
の
受
験
者
が
知
的
遊
戯
に
傾
倒
し
歴
史
や
現
実
政
治
に
暗
い
と
批
判
を
う
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
安
史
の
乱
の
後
、
代
宗
広
徳
元
年
（
七
六
三
）
に
は
、
楊
縮
等
に
よ
る
科
挙
廃
止
論
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
進
士
選
抜
は
永
年
の
慣
習
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
廃
止
論
自
体
は
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
文
学
作
品
の
詩
賦
が
官
吏
採
用
に
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
常
に
議
論
の
的
で
あ
っ
た
。
有
名
な
経
学
者
啖
助
の
弟
子
で
あ
る
趙
匡
の
上
奏
文
「
進
士
者
、
時
共
貴
之
、
主
司
褒
艇
、
實
在
詩
賦
、
務
求
巧
麗
、
以
此
爲
賢
。
不
惟
無
益
於
用
、
實
亦
妨
其
正
習
、
不
惟
擁
其
淳
和
、
實
又
長
其
挑
薄
」
（
『
全
唐
文
』
巻
三
五
五
「
學
選
議
」
）
を
う
け
て
、
建
中
三
年
（
七
八
二
）
に
は
詩
賦
に
替
わ
っ
て
箴
が
出
題
さ
れ
た
が
、
五
、
六
年
の
短
期
間
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
李
徳
裕
が
宰
相
で
あ
っ
た
大
和
七
年
（
八
三
三
）
進
士
科
に
お
い
て
詩
賦
が
廃
さ
れ
た
が
、
翌
々
年
に
は
元
に
も
ど
っ
て
い
る
。
常
に
儒
教
サ
イ
ド
か
ら
の
改
革
論
は
存
在
し
た
が
、
有
力
な
対
案
の
無
い
ま
ま
、
詩
賦
試
験
は
維
持
さ
れ
た
。
北
宋
、
南
宋
に
お
け
る
詩
賦
試
験
存
廃
の
経
過
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
儒
学
に
と
っ
て
文
学
は
常
に
管
理
の
対
象
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
程
朱
の
学
、
新
儒
教
が
社
会
に
浸
透
す
る
中
で
、
人
材
選
抜
の
基
本
的
考
え
は
、
明
確
に
徳
行
を
中
心
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
　
　
元
、
明
に
お
い
て
詩
賦
試
験
が
科
挙
か
ら
外
さ
れ
て
い
く
過
程
　
　
も
、
新
儒
教
の
官
学
化
と
並
行
し
た
経
過
を
た
ど
っ
た
と
い
え
　
　
る
。
（
2
9
）
　
「
妻
　
第
一
百
四
十
三
。
丁
丑
八
月
十
七
日
、
空
坑
之
敗
。
　
　
夫
人
欧
陽
氏
、
女
柳
娘
、
環
娘
、
子
佛
生
、
環
之
生
母
顔
、
佛
　
　
之
生
母
黄
、
並
階
失
、
尋
聞
自
隆
興
北
行
、
惟
佛
生
已
死
、
人
　
　
世
禍
難
有
如
此
者
、
哀
哉
。
結
髪
爲
妻
子
、
倉
皇
避
齪
兵
。
生
　
　
離
與
死
別
、
回
首
涙
縦
横
」
（
四
部
叢
刊
本
『
文
山
先
生
全
集
』
　
　
巻
十
六
）
。
『
杜
詩
詳
注
』
巻
七
・
新
婚
別
、
巻
十
三
・
破
船
、
　
　
巻
十
二
・
贈
別
賀
蘭
鈷
、
巻
十
八
・
熟
食
日
示
宗
文
宗
武
。
（
3
0
）
　
集
杜
詩
自
序
「
余
坐
幽
燕
獄
中
、
無
所
爲
、
調
杜
詩
梢
習
、
　
　
諸
所
感
興
、
因
其
五
言
、
集
爲
絶
句
、
久
之
得
二
百
首
、
凡
吾
　
　
意
所
欲
言
者
、
子
美
先
爲
代
言
之
、
日
玩
之
不
置
、
但
覧
爲
吾
　
　
詩
、
忘
其
爲
子
美
詩
也
。
乃
知
子
美
非
能
自
爲
詩
。
詩
句
自
是
　
　
人
情
性
中
語
煩
子
美
道
耳
。
子
美
於
吾
隔
敷
百
年
、
而
其
言
語
　
　
爲
吾
用
、
非
情
性
同
哉
。
昔
人
評
杜
詩
爲
詩
史
、
蓋
其
以
詠
歌
　
　
之
僻
、
寓
紀
載
之
實
、
而
抑
揚
褒
財
之
意
燦
然
於
其
中
、
錐
謂
　
　
之
史
、
可
也
。
予
所
集
杜
詩
、
自
余
顛
浦
以
來
、
世
饗
人
事
、
　
　
概
見
於
此
　
。
是
非
有
意
於
爲
詩
者
也
。
後
之
良
史
尚
庶
幾
有
　
　
孜
焉
。
歳
上
章
執
徐
、
月
祝
摯
軍
関
、
日
上
章
協
治
、
文
天
祥
　
　
履
善
甫
叙
。
是
編
作
於
前
年
、
不
自
意
流
落
鯨
生
、
至
今
不
得
　
　
死
也
。
斯
文
固
存
。
天
将
誰
驕
。
鳴
呼
、
非
千
載
心
、
不
足
以
　
　
語
此
。
壬
午
正
月
元
日
、
文
天
祥
書
」
（
四
部
叢
刊
本
『
文
山
　
　
先
生
全
集
』
巻
十
六
）
。
但
し
、
「
歳
上
章
執
徐
、
月
祝
黎
軍
關
、
高津科挙制度と中国文化25
日
上
章
協
治
」
に
つ
い
て
は
、
『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
一
六
四
集
部
別
集
類
一
七
「
文
信
公
集
杜
詩
四
巻
」
に
も
言
う
よ
う
に
、
干
支
が
合
わ
ず
、
伝
写
の
誤
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
の
他
、
執
筆
に
当
た
っ
て
、
以
下
の
書
物
を
参
考
に
し
た
。
宮
崎
市
定
『
科
挙
史
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
八
七
年
（
原
著
、
秋
田
屋
、
一
九
四
六
年
）
、
宮
崎
市
定
『
科
挙
』
中
公
文
庫
、
一
九
六
三
年
。
荒
木
敏
一
『
宋
代
科
挙
制
度
研
究
』
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
九
年
。
村
上
哲
見
『
科
挙
の
話
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
（
原
著
、
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
八
〇
年
）
。
山
根
幸
夫
他
編
「
科
挙
関
係
文
献
（
中
文
・
和
文
）
目
録
稿
」
（
中
嶋
敏
『
宋
よ
り
明
清
に
至
る
科
挙
・
官
僚
制
と
そ
の
社
会
的
基
盤
の
研
究
』
平
成
二
・
三
年
度
科
研
費
研
究
成
果
報
告
書
）
。
　
ま
た
、
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
『
東
洋
文
化
研
究
」
編
集
委
員
の
方
々
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
り
、
有
益
な
改
訂
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。
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The　Suppression　of　Cultural　Diversity
TAKATSU　Takashi
Key　words：Civil　service　examinations，　suppression，　diversity，　Chinese
literature，　rhyming　dictionary
　　Civil　service　examinations　tend　to　suppress　cultural　diversity．　This
paper　investigates　the　short七erm　and　the　long　term　influences　of　the
Chinese　civil　service　examinations　on　the　Chinese　culture　and　the
cultural　features　it　has　given　rise　to　in　the　Chinese　society．
　　The　civil　service　examinations　occasionally　determined　cultural
vahles　and　consequently　obstructed　the　cultural　diversity　in　China．
The　examinations　prescribed　specific　reference　texts　that　brought
about　the　Alexandrian　nature　of　the　Chinese　literature．　In　other
words，　there　emerged　a　tendency　to　attach　greater　importance　to
history　than　to　actual　experience．
　　The　tendency　of　the　civil　service　examinations　to　determine　cultural
values　is　strongly　suggested　in　publications　belonging　to　the　imperial
period．　For　example，　numerous　rhyming　dictionaries　were　printed　in
keeping　with　the　requirements　of　the　Chinese　civil　service　examination；
this　promoted　the　institutiQnal　canonization　of　the　absolute　central
dialect．　When　a　society　sets　up　an　examination　system，　the　system
itself　influences　the　culture　of　the　society，　prescribes　it　to　some　extent，
and　suppresses　the　educational　foundations　of　that　society．　This
paper　examines　this　particular　problem。
